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本研究では、ヨーロッパ列強による植民地支配を背景に、宗主国が主導して建設された植民地

の都市計画について概観し、その特性を分析するとともに、植民地の都市計画のモデルを明ら

かにするした。都市計画モデルには不整形モデルとグリッド・モデルがみられ、後者には正方

形型、長方形型、グリッド・ダイアゴナル型の3つのサブモデルが見出され、相互に影響しつつ

展開したことが明らかになった。 
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1. 研究の背景と目的 

15世紀半ばにヨーロッパ諸国が船隊を連ねて新大陸へ

の航海に成功したことにより、ヨーロッパ列強による海

外の植民地支配が始まり、20世紀中ごろに多くの植民地

が独立するまで続いた。 

本研究では、ヨーロッパ列強による植民地支配を背景

に、宗主国が主導して建設された植民地の行政やサービ

スを担う都市（植民都市）の都市計画について概観し、

その特性を分析するとともに、植民都市の都市計画に関

する今後の研究の基礎を固めることを目的とする。 

本研究の対象期間は、15世紀末から、多くの植民地が

独立を果たす20世紀中ごろまでとする。 

2. 研究の方法 

本研究では、ヨーロッパ諸国の海外植民地における都

市計画の潮流を明らかにするため、大航海時代以降、世

界各地で展開された植民地における都市計画の歴史を概

観する。対象は、ポルトガル、スペイン、オランダ、フ

ランスおよびイギリスのの5カ国とし、アフリカ、アジ

アおよび南北アメリカでの状況を幅広く概観する。その

上で、植民都市の都市計画を分析するツールとして、植

民地の都市計画の空間的な特性をとらえるモデルを明ら

かにし、立地条件や宗主国の特性、技術などとの関連を

検討する。 

3.  ヨーロッパ列強の植民地の都市計画の歴史 

本章では、ポルトガル、スペイン、オランダ、フラン

スおよびイギリスの植民地における主要な都市計画につ

いて概観する。 

 (1)  ポルトガル植民地の都市計画 

a)  アフリカ 

大航海時代が始まる15世紀末、ポルトガル人がアフリ

カ西岸を南下し1486年にケープタウン（現・南アフリカ

共和国）に至り、さらには1488年にアフリカ大陸南端の

喜望峰に至り、さらに1497年にバスコ・ダ・ガマの船団

が喜望峰を経由してインド洋に面する町マリンディ

（現・ケニヤ）に至る1。ポルトガルは通商の拠点とし

てモザンビークを支配下におき（1500年ころ）、さらに

アフリカ東岸の港湾都市であるザンジバル（現タンザニ

ア）、モンバサ（現ケニヤ）やマリンディ（同）を16世

紀後半に支配した2。 

次項で述べるように、ポルトガルは喜望峰を経由した

アジア航路を開拓し、その寄港地・補給地としてモザン

ビークやケープタウンなどの都市が成長した。 

b) アジア 

バスコ・ダ・ガマは、アフリカ東岸からインドに到達

した。ポルトガルは、1503 年にコーチン（現・イン

ド）を占領し、アジアで初めてのポルトガル植民地とし

た。さらに 1510 年、ポルトガルはゴア（現インド）を

制圧し、1530 年にアジアの全植民地を統治するポルト

ガルのインド総督府をコーチンからゴアに移し、港につ

ながる広い公共広場を中心に大聖堂や修道院、総督の宮

殿などの主要な建物が配された（図 1）。ゴアとリスボ

ンの間には、喜望峰経由の定期航路が開かれた3。 

1513 年、ポルトガル人が中国本土のマカオに初渡来

した。その後、1557 年にはポルトガルは明国政府から

居留権を得て、マカオは中国大陸における初めてのヨー

ロッパ人居留地となった（図 2）。 
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図 1 ゴアの地図（1750年）
4 図 2 マカオの港と

都市（1765年）
5
 

 

図 3 サルバドール・ダ・バイーアの都市と港（1612年）
6
 

 

次にポルトガルは日本に接近し、1550 年には九州の

平戸にポルトガル船が入港した。ポルトガル人は日本で

のキリスト教の布教に力を入れ始めたため、豊臣秀吉は

1587 年、宣教師追放令を出し、長崎を直轄領とした。

さらに江戸幕府は 1614 年にはキリスト教を禁止した。

幕府は長崎・出島に外国人を閉じ込めて管理した。ポル

トガルはマカオと長崎を結ぶ南蛮貿易によって膨大な富

を得たが、1634 年には幕府によるポルトガル船の入港

禁止令により南蛮貿易は終止符を打たれ、ポルトガルに

よるアジア植民地形成も終わりを迎える。 

c) アメリカ 

ポルトガル人は 1500 年に南アメリカ東岸に到達した。

1532 年以降は、現在のブラジルにおいてポルトガル人

の居住が始まり、1549 年に首都サルヴァドール・ダ・

バイーア（現・ブラジル）が建設された（図 3）。 

 (2) スペイン植民地の都市計画 

a) アメリカ 

コロンブスによるアメリカ大陸への到達（1492 年）

がアメリカ大陸におけるスペインの植民地形成の端緒と

なった。1494 年、スペインとポルトガルのあいだにト

ルデシリャス条約が結ばれ、スペインはアメリカ大陸に

おける征服の優先権を認めら、これにより中南米のスペ

イン植民地化が進展する。 

1519 年、スペイン人のエルナン・コルテスはメキシ

コに上陸し、1521 年にアステカの首都である水上都

市・テノチティトランを攻略し、破壊した。スペイン人

は同じ場所に町を建設した（図 4）。これが現在のメキ

シコ・シティ（現・メキシコ）である。 

ペルーでは、1533 年にフランシスコ・ピサロがイン

カ王国に到着し、インカ王国の皇帝を急襲し人質とし、

ピサロの一行は王国の首都クスコに入場する。1542 年

にペルー副王が創設され、1549 年にはリマがペルー副

王の首都となった（図 5）。これにより、リマはスペイ

ン領植民地の中心的な場所となった7。 

18世紀に入ると、スペインは王位継承戦争に敗れ、国

力の低下が目立つようになり、南アメリカでも植民地貿

易の権限をイギリスに譲らざるを得なくなった。国力の

立て直しのため植民地の改革が行われた。1717年にはペ

ルーの北側、現在のコロンビア、ベネズエラ、エクアド

ルを含む地域をぺルー副王領から切り離し、ヌエバ・グ

ラナダ副王領とした。首都はサンタフェ（現・コロンビ

アのボゴタ）に置かれた。また1776年には、アルゼンチ

ンを中心に、パラグァイ、ウルグァイ、ボリビアを含む

ひろい地域が、リオ・デ・ラ・プラタ副王領として独立

した。首都はブエノス・アイレスに置かれた8。 

19世紀の初めになると、ナポレオン戦争で本国が混乱

するなか、イギリスによる政治的独立の支援もあり、中

南米では植民地の独立が相次いだ。 

b) アジア 

マゼランの艦隊は南アメリカ大陸の南端のマゼラン海

峡を抜けて太平洋を横切り、1521 年、フィリピン諸島

に到達した。 

1571 年、スペインはマニラを占領し、1590 年、マニ

ラにイントラムロスと呼ばれる要塞都市の建設を開始し

た（図 6）。その建設には 300 年近くが費やされ、完成

は 1872 年であった。マニラは、中南米のメ銀を輸入し、

東南アジア各地や中国（清）の産物をラテンアメリカに

輸出する中継貿易の拠点として栄えた。こうした交易を

背景に 18 世紀にはマニラの市街地はいっそう拡大した。 

 
図 4 メキシコシティの眺望（1628年）

9 

 
図 5 リマの計画（1744年）

10 
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図 6 マニラの中心部イントラムロス地区（1851年）11 

(3) オランダ植民地の都市計画 

a) アジア 

1602 年、オランダはアジア交易を目指す会社を統合

し、12オランダ東インド会社（正式には連合東インド会

社、VOC）を結成した。最初のオランダ東インド会社

の船団は 1603 年にジャワ島のバンテンに到着したが、

先行していたポルトガル勢力とぶつかったため、さらに

東に移動した。オランダはこの地をバタビアと呼び、

1619 年総督クーンの指示により都市建設を始めた。バ

タビアはチウルン川の河口にあり、蛇行する川に沿った

低地であったが、オランダは河川を直線化して干拓（図

7）し、バタビアを建設した（図 8）。バタビアは現在の

インドネシアの首都ジャカルタである。 

オランダが次に目指したのは日本であった。オランダ

艦隊は 1609 年平戸に入港し、その後、将軍徳川家康と

謁見し、日本中のどこにでも入港してよいという朱印状

を与えられ、平戸に商館を設置した13。オランダは鎖国

の例外国として日本に留まることを許されたが、平戸か

ら長崎・出島に移動させられ、活動を限定された。 

1622 年、オランダ東インド会社は中国本土のマカオ

の占領を図ったが、現地のポルトガル人が抵抗したため

断念した。さらに台湾と中国大陸にあいだの澎湖島を占

拠しようとしたが失敗し、1623 年に台湾南部の台南に

城砦を築城し、ゼーランディア城と命名した。 

ポルトガルの対日貿易が途絶える 1640 年以降は、オ

ランダはヨーロッパ勢としては対日貿易を独占し、オラ

ンダ東インド会社は莫大な利益をえた。 

b) アメリカ 

オランダはイギリス人探検家のヘンリー・ハドソンを

雇い、北アメリカ大陸に派遣した。1615 年には現在の

ニューヨークの周辺にいくつかの開拓地を設け、1621

年にはオランダ西インド会社を設立した。 

1614 年にオランダ人が毛皮貿易のためにマンハッタ

ン島の南端に植民地を建設した。1626 年、オランダ人

たちは先住民からマンハッタン島をアルコールなどの物

品と交換し、「ニューアムステルダム」を建設した。こ

の都市は後にイギリスに引き継がれ、ニューヨークと改

名され、港湾都市として発展し現在に至る。 

c) アフリカ 

オランダはポルトガル同様、喜望峰航路を利用しため、

アフリカに安定した寄港地を求めていた。オランダ東イ

ンド会社は 1647 年、ヤン・ファン・リーベックを南ア

フリカのケープ植民地に派遣し、これを契機にオランダ

人のケープへの入植がはじまり、オランダ本国で困窮し

たユグノーと呼ばれる新教徒が 1688 年から翌年にかけ

て、大挙してケープに入植した。その後も人口は増加し、

ケープ植民地は発展した（図 9）14。 

オランダとイギリスは 17 世紀の後半に 3 回に渡る英

蘭戦争を戦い、オランダの制海権は弱まり、イギリスが

代わって台頭した。18 世紀末になると、オランダ東イ

ンド会社は不振となり、1794 年に解散に追い込まれる。 

図 7 河川改修とバタビアの整備（1619～1667年、左が北）
15 

 
図 8 バタビア（1667年、左が北）

16 

 
図 9 ケープタウン（1750年）

17
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 (4)  フランス植民地の都市計画 

a)  アメリカ 

フランスは 16 世紀前半に北新航路を探すため、探検

家を北アメリカに派遣した。これが契機となって北アメ

リカでいくつかの植民地を領有した。1699 年にミシシ

ッピ川流域にルイジアナ植民地が樹立され、1718 年に

ニューオーリンズ（図 10）が創設された。 

ラテン・アメリカでは、現在のハイチおよびドミニカ

共和国のあるイスパニョール島の西側を植民地とした。

しかし 18 世紀末に黒人革命が起こり、1804 年にハイチ

として独立している。 

b)  アジア 

フランスは 1858 年、宣教師の安全を確保するとの名

目で遠征軍を派遣し、ベトナム中部のダナンに上陸、そ

の後サイゴンを制圧し、コーチシナ（ベトナム南部）を

植民地とした。さらに、カンボジアを 1883 年に保護国

とし、さらに 1886 年にはアンナン（ベトナム中部）と

トンキン（ベトナム北部）を保護国とし、翌 1887 年に

はこれらを統括する仏領インドシナ総督を設置した。

1893年にはこれにラオスが保護国として加わった。 

プノンペンでは 1925年にフランス人の建築家エブラ

ール18が都市計画を策定した（図 11）。都市の拡大を見

越した大がかりなプランである。特に目を引くのは、ワ

ット・プノムの南側の運河と軸線を合わせるように、新

しい鉄道駅を入れたことであろう。この運河は後に埋め

立てられ、広い緑地をもつ東西のブールバールへと変貌

する。また、市街地の南のはずれに、大通りが計画され

た。市街地の中心には、のちにエブラール自らが設計を

担当するグランド・マーケットが建造される。 

c)  アフリカ 

フランスは 1881 年に北アフリカのチュニジアを保護

国にし、さらに 20 世紀初頭までに北アフリカ、西アフ

リカ、中央アフリカと植民地支配を広げた。20 世紀に

入ってから、モロッコのラバトやフェズ、アルジェリア

のアルジェなど、フランスの手による新都市計画がいく

つか行われている。 

 
図10 ニューオリンズの地図（1728年）

19
 

 
図 11 エブラールの 1937年プノンペン計画

20
 

 (5)  イギリス植民地と独立後アメリカの都市計画 

a)  アジア 

イギリスは 1600 年にイギリス東インド会社を結成し

たが、あちこちでオランダと衝突しその進路を阻まれた。

その結果、イギリスはインドに注力することとなった。 

東インド会社は、東海岸にマドラス（現在のチェンナ

イ）の商館を 1639 年、西海岸にボンベイ（現在のムン

バイ）の商館を 1668 年、ベンガルのカルカッタ（現在

のコルカタ）の商館を 1690 年に次々と商館を開設した。

17 世紀後半はイギリス本国でも、インドの綿織物が人

気となり、イギリス東インド会社は莫大な利益を上げた。 

イギリスが建設した拠点のうちで、早くから発展した

のがボンベイである（図 12）。インドに設けられた港湾

都市の中で、ボンベイはヨーロッパから最も近い場所に

ある。17 世紀後半にボンベイはイギリス東インド会社

の海軍基地として栄え、さらに 18 世紀には造船業の集

積地として賑わった。 

カルカッタはフーグリー川に作られた港湾とともに栄

えた。1717 年、ムガール帝国がイギリス東インド会社

に対して自由貿易を保障したことで、カルカッタは賑わ

い、1772年にはイギリス領インドの首都となる（図 13）。 

トーマス・ラッフルズ21はマラッカ海峡に接する小さ

い島、シンガプーラに注目した。1819 年ラッフルズは

ここに商館を建設した。ラッフルズは、町の名前をシン

ガポール（Singapore）と改めた（図 14）。ラッフルズは、

自由貿易港の設置、発展する港に集まる多様な人種の共

存、商業を支える教育の重視、100 年を見据えた都市建

設、欧米の法律の適用などを指示した22。 

イギリスは 1852 年の第二次英緬戦争で勝利し、ビル

マ南部地域を支配下においた。戦火に焼けつくされたラ

ングーンはイギリス人のモンゴメリ―23とフレーザー24

によって新たな都市計画が立てられ、英領ビルマの首都

となった（図 15）。 

1857 年にはインド大反乱（セポイの反乱）が発生し

た。イギリスはこれを鎮圧したが、この事件をきっかけ
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に東インド会社によるインド統治に見切りをつけ、1858

年に東インド会社を解散し、直接統治に踏み切った。 

1911 年、イギリスは英領インドの首都をカルカッタ

からデリーへ遷都した。都市計画はイギリス人のエドウ

ィン・ラッチェンス25らに委ねられた。ラッチェンスら

は新首都をデリーの市街地の南約 5km 程の場所に決定

し、ここに新たな首都の絵を描いた（図 16）。 

第二次世界大戦後の 1947 年にインド・パキスタンが

独立し、以後植民地の独立があいつぎ、イギリスのアジ

アでの植民地支配は終焉をむかえた。 

b) アフリカ 

アフリカのイギリス植民地は、東アフリカ（ケニア、

ウガンダ）、西アフリカ（ナイジェリア、ガーナ、ゴー

ルドコーストなど）および南アフリカと南北ローデシア

など（ジンバブエ、ザンビアなど）と広域に広がった。 

東アフリカでは、1888 年にイギリス東アフリカ会社

を設立し、東アフリカの交易を支配しようと活動を開始

した。イギリス東アフリカ会社はモンバサから東アフリ

カの内陸に入り、この地域の支配・統治を広げたが、輸

出すべき資源に恵まれず倒産した。イギリス政府は植民

地を国の管理下におくべく、1894 年にウガンダを保護

領と宣言、1895 年には現在のケニヤにあたるイギリス

領東アフリカを設立した。 

イギリスはその後、モンバサからウガンダに至る鉄道

を計画し、1901 年に開通した。ナイロビは上記鉄道の

中間ほどにあり、その場所は高地であり清涼な気候と豊

富な水があるところから、イギリスはこの地を鉄道建設

の補給基地とした。最初のナイロビのは 1898 年、鉄道

建設の鉄道技師を務めたチャーチ26により計画された

（図 17）。ナイロビは 1907 年にはイギリス領東アフリ

カの首都となった27。 

図 12 ボンベイ

（1893年）
28
 

 
図14 シンガポールのジャクソン・プラン 

（1822年）
29
 

 
図13 カルカッタ（1842年） （右の緑が要塞、左が北）

30
 

 
凡例 ①公共埠頭 ②税関 ③ゴドウィン埠頭 ④スーレ・パゴダ ⑤貯水池 

図15 ラングーン計画
31 

図16 ニューデリー
32

 図 17 ナイロビの計画図（1898）
33 

c)  アメリカ（独立以前） 

北アメリカでは 1607 年に最初のイギリス植民地がヴ

ァージニアに設立され、以降、清教徒（ピューリタン）

を中心に多数の移民がマサチューセッツ周辺に入植を始

めた。ボストンは 1630 年に築かれ、ニューイングラン

ドの中心都市となった（図 18）。18 世紀半ばまで北ア

メリカにおける最大の都市であった。 

イギリス国王チャールズ 2世はニュージャージーの広

大な土地をウィリアム・ペン34に与え、1682 年、ペン自

らが設計し植民地を建設しフィラデルフィアと名付けた。

デラウェア川とその支流に挟まれた 1200 エーカーの長

方形の土地の中央に十字となるような大通りを配置し、

全体に格子状の道路網を敷設している（図 19）。 

1669 年に新たな植民都市がサウス・キャロライナに

建設された。町は川を見下ろす高台に作られ、住宅ごと

に郊外に農地が割り当てられた35。この町は国王にちな

み、チャールズタウンと呼ばれた（図 20、後にチャール

ストンと改称）。 

 17 世紀のアメリカの主要な都市は、ここで述べた

ボストン、フィラデルフィア、チャールズタウンに加え、

ロードアイランドのニューポートと、オランダの項で取

り上げたニューアムステルダム（後のニューヨーク）の

5つであった36。 

1732年にジェイムズ・オグルソープ37によって、ジョ

ージアのサバンナにおいて植民都市が建設される（図

21）。オグルソープの計画は、中心部には長方形のブロ

ックが集積した居住区が置かれ、郊外には農地が配布さ

れた38。 

また、17 世紀に中米・カリブ海の西インド諸島では、
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ヨーロッパ列強が競い合うように植民地化を進めた。ジ

ャマイカは 1651 年にイギリスの植民地となり、大規模

な砂糖プランテーションが展開された。後にジャマイカ

の中心都市になるキングストンは、18 世紀初めに測量

士のジョン・ゴフ39が格子状の都市計画を策定（図 22）

し、1716 年までにジャマイカ最大の町・商業の中心地

となった。キングストンの都市計画は、サバンナと同様

に長方形の街区を持つ格子状道路網が特長である。 

 
1775年

40 
 

1842年
41 

図 18 ボストンの市街地拡大  
 

 
図 19 ペンによるフィラデルフィア計画（原図は左が上）

42
 

 
図 20 チャールストン 

（1733年）
43

 

図 22 キングストン（1745年）
44

 

 
（下方に都市が、上方に農地やコモンが見える。上が南） 

図 21 1818年のサバンナ
45

 

d)  アメリカ（独立後） 

アメリカ合衆国独立後、首都の都市計画を任せられた

のは、フランス人のランファン46である。ランファンの

計画は格子状の道路を基本としつつ対角線方向の放射状

道路を加え、交差する場所には広場を設けている（図

23）。 

ニューヨークでは1811年に測量士デ・ウィット47が策

定したマンハッタン島全域をカバーする格子状の道路網

の計画が正式に採択された（図24）。この計画では、東

西方向には、60フィート(18ｍ)幅の通りがあり、そのうち

７～10本ごとに100フィート(30ｍ)幅の通りが置かれた。

南北方向は100フィート(30ｍ)幅の大通りが16本（後に2本

追加）置かれ、長方形街区が数多く並んだ。 

アメリカ合衆国独立後、都市形成は西へ向かった。。

1818年に創設されたイリノイ州は、新たな運河と都市の

計画立案を、測量士ジェームズ・トンプソン48に委ねた。

トンプソンは、1830年、58の正方形のグリッドからなる

シカゴの計画案を作成した（図25）。 

 
図 23 ランファンの首都計画図（1792年）

49
 

 

図 24 ニューヨーク計画（1811年承認、部分、右が北）
50

 

 
（上が北になるように図を回転した。元図は右が下） 

図 25 トンプソンによるシカゴの計画図（1830年）
51

 

- 38 -



 

4  植民地の都市計画モデル 

本章では、植民都市の都市計画についての概観から、

その空間特性に着目して 2つの類型（モデル）を明らか

にし、それらの特性について論じる。 

(1) 不整形モデル 

植民都市の第 1のモデルを「不整形モデル」と呼ぶ。

これは、道路や街区を幾何学的に配置せず曲線的かつ不

整形であるものを指す。 

a)  丘陵地型 

大航海時代の初期に形成されたポルトガルの都市には、

不整形モデルの都市が多い。首都リスボンの都市図（図

26）に見られるように、ポルトガルは都市の立地として

丘や谷のある丘陵地を好んだ。丘陵地では、直線的な格

子状道路や街区の形成は地形が妨げになって、造りにく

く、地形の凹凸に沿って道路を曲げたり、街区を曲線的

に形成することが合理的だったと思われる。 

ゴアには公共広場の周りに主要な建物が配されたが、

こうした都市建設はポルトガルの首都リスボンをモデル

に建設が進められた52。またポルトガルがブラジルに建

設したサルバドールやリオ・デ・ジャネイロも丘陵地に

あろ不整形な道路を持っている。 

b)  低地型 

ポルトガルと対照的に、オランダは低地を干拓して都

市を作ることに長けていた。1619年に開始したバタビア

建設では、蛇行するチウルン川を直線化し、その周りに

都市を建設している。これは、低地が多いオランダ本国

で用いられていた都市建設の手法で、アムステルダムや

デルフト（図27）でも適用された都市開発の手法である。

バタビアの都市計画はデルフトのそれと類似している。 

c)  島嶼型 

不整形モデルの最後の類型として島嶼型を挙げる。単

一あるいは複数の島に都市を形成するもので、都市の拡

大が必要になると島の周辺を埋め立てて陸地化し、ある

いは島と島を結節したりして対応する。島嶼型の都市都

市としてはポルトガル植民地のマカオ、イギリス植民地

のボンベイ、同じくボストンなどを挙げることができる。 

 
図 26 リスボン（1598年）

53
 

 
図 27 デルフト（1652年）

54
 

 
（分区は中央を十字に道路が交差し、交点は広場

となり、南北の 4 つの居住ブロックと、広場の東

西の少し小さい 2 つの商業ブロックから構成され

る。） 

 

図28 オグルソープ計画 

における街区の構成
55 

 (2) グリッド・モデル 

不整形モデルと対照的に、格子状（グリッド）に沿っ

て道路を配置し、街区を形成する手法がグリッド・モデ

ルである。 

a)  正方形型 

スペインの植民都市計画の特徴は、はほぼ正方形の街

区を並べ、中心部ではそのいくつかを繋げて広場にする。

全体的に高密度の市街地を作り、多くの人口を入植させ

ようとした。 

こうした都市計画の作法は、すでに1573年に制定され

た「フェリペ2世の勅令」において明文化されている。

この勅令については布野・ラモンの研究56に詳しく述べ

られているが、都市計画の考え方は市の中央にプラサ・

マイヨール（中央広場）を置き、道路は中央広場の中央

から2本、四隅からそれぞれ2本ずつ主要道路を設け、入

植地の所々に小広場を設け、そこに大聖堂、教区教会堂、

修道院を設ける、といったものであった。 

正方形型のグリッドモデルの適用例としては、スペイ

ン植民地のメキシコ・シティー、リマおよびマニラ・イ

ントラムロスがあり、オランダ植民地のケープタウン、

フランス植民地のニューオリンズ、イギリス植民地のフ

ィラデルフィアがあり、独立後のアメリカ合衆国ではシ

カゴなどの事例がある。 

b)  長方形型 

正方形型のグリッド・モデルを修正して、街区を長方

形に変えたのが長方形型のグリッド・モデルである。18

世紀初めに計画されたイギリス植民地のジャマイカ・キ

ングストンが長方形型のグリッド・モデルの最初の事例

と思われる。その後、1732年のイギリス植民地ジョージ

アのサバンナにおけるオグルソープの計画が長方形型の

グリッド・モデルを確立した。 
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長方形型のグリッド・モデルは、正方形型のグリッド

モデルに比べて道路が多く、長方形の街区はより多く道

路に接することになる（図28）。19世紀以降、都市の高

密化と交通機関の発達が進む中で、長方形型のグリッ

ド・モデルは広く応用されるようになる。 

1811年のニューヨークマンハッタン島や1852年のイギ

リス植民地ラングーンにおける都市計画はこの適用例と

考えられる。 

c)  グリッド・ダイアゴナル型 

グリッド・モデルは格子状の道路によって構成される

が、これに対角線方向の道路を加えたのがグリッド・ダ

イアゴナル型である。アメリカ合衆国の首都ワシントン

DCの計画に見られる。また、イギリス植民地インドの

新首都のニューデリー計画、フランス植民地のプノンペ

ンの計画にも適用されている。 

5 おわりに 

本研究では、大航海時代の始まりから20世紀中ごろま

でに、ヨーロッパの列強がアフリカ、アジア、アメリカ

で行った植民地の都市計画について概観した。その中で、

地形に沿った不整形な都市計画（不整形モデル）と、格

子状やその変形など、幾何学的な配置を試みたグリッ

ド・モデルに整理されることが明らかになった。また後

者ではスペインの植民地で適用された正方形型のグリッ

ド・モデルが、フランス、オランダにも適用され、さら

にシャープの計画指針が公表されることによって、イギ

リス植民地や独立後のアメリカ合衆国にも広く適用され

また修正されたグリッド・モデルに変形されたモデルが

サバンナのオグルソープ計画で提示され、これがニュー

ヨーク・マンハッタンなどの適用された。植民地におけ

る都市計画の潮流を整理した本研究は、今後の個別の都

市における都市計画の研究に有益なベースとなる。 
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